
学校番号 3014 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ（３年） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「改訂版 標準現代文 B」 （第一学習社） 

副教材等 「読解現代文必携 キーワードの卵」（尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人として必要な国語の基礎学力の定着を目標に、積極的に学習に取り組んでください。 

・様々な文章を読み解く力、人間関係の基盤となるコミュニケーション能力、自分の考えを的確に

言葉で表現する文章力等を育み、社会で活躍できる人材となることを目指します。 

・特に前期は、目前に迫った就職試験や入学試験に対応できるようにするため、家庭学習で副教材

を用いて語彙力向上を図ります。 

・プリントや宿題等の提出物は、指定された期限内に必ず提出してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・小説等の文学作品の読解を通して登場人物の心情に触れ、豊かな情操を養う。 

・語彙力を豊かにし、評論文など様々な文章を読解する能力を高め、論理的思考力を育む。 

・目的や場に応じて適切な語句を選び、自分の思いや考えを他者に伝えることが出来る。 

・言語文化に対する関心を持ち、知的好奇心を持って学習する態度を育んでいる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

知的好奇心を持ち、

言語や社会・人生に

ついての考察を深

めようとしている。 

目的や場面に応

じて適切な言語

表現を行い、他者

との意思の疎通

を図ろうとして

いる。 

自分の考えを論

理的にまとめ、読

み手にわかりや

すく伝えようと

している。 

文章を丁寧に読

解し、書き手の意

図を正確に把握

しようとしてい

る。 

漢字や慣用句等、

語彙についての

理解を深め、幅広

い国語的知識を

身につけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

提出物、記述の点検 

（プリント、問題集

等） 

行動の観察 

（発問に関した

発言、発表等） 

グループワーク 

記述の確認及び

分析 

（プリント、原稿

用紙、葉書等） 

記述の確認及び

分析（プリント

等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（プリント等） 

定期考査 

小テスト 

上記に示す観点に基づいて、前期・後期１００点法で評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 

e 

前
期 

言
葉
と
生
活 

 

教材：  

「情けは人の・・・」 

  俵 万智 ○ ◎   ○ 

ａ：教材内容に理解を示し、知的好奇

心を持って授業に取り組めているか。 

ｂ：日常生活の中で使われることわざ

や慣用表現を正しく理解し使用でき

ているか。 

ｅ：様々なことわざの正確な意味や誤

用を理解しているか。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

世
界
を
見
つ
め
る 

 

教材： 

「食と想像力」 

  辺見 庸 ○ ○ ◎ 

  
ａ:自分の身近にあるものがどうやっ

てできたものか想像し、当事者意識を

持てているか。 

ｂ：授業内容に対して積極的に話し、

他者と考えを共有できているか。 

ｃ：社会問題に対して自分の考えを持

ち、文章にまとめられているか。 

ａ、ｂ、ｃ： 

行動の観察、

グループワー

ク、提出物の

確認、定期考

査 

小
説
を
読
む 
（三
） 

 

教材： 

「山椒魚」 

  井伏 鱒二 

○ 

  ◎ ○ 

ａ：水中生物たちの姿が人間世界の戯

画となっている、その意味や面白さを

味わっているか。 

ｄ：岩屋に閉じ込められた山椒魚の心

情の変化を捉え、それが何を表わして

いるのかを自分なりに考えているか。 

ｅ：比喩表現や文語的な表現、翻訳調

の表現に触れ、その効果を理解してい

るか。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

 

 

中学校の恩師に 

「暑中見舞い」 を書く。 

○  ◎  ○ 

ａ：目上の人に対しての手紙の書き方

を学び、社会人としての教養を身に付

けているか。 

ｃ：自分の思いを一枚の葉書の中にう

まく表現することができるか。 

ｅ：正しい言葉遣いで目上の人に適切

な手紙を書くことができるか。 

ａ、ｃ、ｅ 

行動の観察、

提出物の確

認 

生
への
思
索 

 

教材： 

「僕らの時代のメディア・リ

テラシー」 

  森 達也 

○ ○ 

 ◎ 

 

ａ：メディア・リテラシーについて、

学ぼうという意欲があるか。 

ｂ：日常生活に存在するメディアの功

罪について、問題意識を持って他者と

話し合うことが出来ているか。 

ｄ：本文の主題をふまえ、メディアと

の関わり方を見直そうとしているか。 

ａ、ｂ、ｄ： 

行動の観察、

提出物の確

認、グループ

ワーク、定期

考査 



小
説
を
読
む 

（一
） 

 

教材： 

「話を聞かせて」 

  山本 文緒 ○ 

  ◎ ○ 

ａ：「働くこと」について、自分自身

のことに結びつけて考えているか。 

ｄ：登場人物の各々の心情の変化を捉

え、それぞれの立場に立った読解が出

来ているか。 

ｅ：小説を読む面白さを味わい、鑑賞

と分析の仕方を身に付けているか。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

漢
字 

 

教材： 

「読解現代文必携 キー

ワードの卵」 
○  ○  ◎ 

ａ：就職試験を控え、一般常識を身に

つけようという意欲があるか。  

ｃ：筆記テストに対応できる国語力を

向上させるために、実践問題に取り組

んでいるか。 

ｅ：知識が正しく身に付いているか。 

ａ、ｃ、ｅ： 

提出物の確

認、小テスト、

定期考査 

後
期 

小
説
を
読
む 

（三
） 

 

教材： 

「こころ」 

  夏目 漱石 
○ 

  ◎ ○ 
ａ：漱石作品の魅力に触れ、他の作品

を読もうとする意欲を持ったか。 

ｄ：他者とのかかわりの中で自分の

「心」からどんどんかけ離れて行って

しまう「先生」の姿を通して、人間と

いう存在について考えられたか。 

ｅ：表現や語句の意味を知り、言語生

活に生かせるか。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

短
歌
と
俳
句 

 

教材： 

「折々のうた」 

  大岡 信 
○   ○ ◎ 

ａ：近代俳句・近代短歌に親しみを持

っているか。 

ｄ：作品と鑑賞文との対応関係を読み

取り、優れた鑑賞を味わっているか。 

ｅ：俳句と短歌の表現方法を理解し、

その表現効果を学んでいるか。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

人
間
と
社
会 

 

教材 

「新しい博物学を」 

   ○ 

 ◎ ○ 

 

ａ：現代と未来の「科学」と「文化」

のあり方を考えようとしているか。 

ｃ：筆者の提唱する「新しい博物学」

について整理し、記述することができ

るか。 

ｄ：「近代科学」の歴史と現状、その

問題点についての認識が深まったか。 

ａ、ｃ、ｄ： 

行動の観察、

提出物の確

認、定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力  c:書く能力 

    d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け、特

に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）については◎を付けている。 


